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Rainbow

赤
い
羽
根
と
黄
色
い
帽
子
。

皆
さ
ん
か
ら
の
赤
い
羽
根
募
金
は
、

一
年
生
の
黄
色
い
帽
子
と
な
っ
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

〔写真〕
　赤い羽根共同募金
　新入学児童黄色い帽子配布事業

「ありがとう」

笑顔で言える

「赤い羽根共同募金」

あなたからの募金だから。

私も誰かのために。

じぶんの町を

良くするしくみ。
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災
害ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

大阪府北部地震
平成 30 年 7 月豪雨災害
この度の災害により被災された皆様に、
謹んでお悔やみとお見舞いを申し上げます。

現地でのボランティアを考えておられる方へ！

　昨今、各種災害が発生し、被災地の状況を

目の当たりにして、現地へ駆けつけたいと考

えられる方もたくさんおられると思います。

　しかし、被災地においては自治体、社協、

災害ボランティアセンター等においても混乱

が予想されます。ボランティア活動に向かう

前に、被災地ごとに状況が異なっているため、

その被災地の状況を必ず確認しましょう。 

　また、被災地へ向かう際には、食糧事情や

宿泊施設につきましても現地では余裕がある

とは思えませんので、事前に各自で確保をし

てから向かうようにしましょう。

　併せて、ボランティア活動保険への加入を

おすすめします。活動中のけが等に対応して

います。現地でも加入できますが、出発前に

加入することで往路から保険の対象となりま

す。また、現地災害ボランティアセンターの

受付業務の負担軽減にもつながります。

ボランティア活動保険年間掛金

保険の種類

基本タイプ

天災タイプ
（地震・噴火・津波）

Aプラン Bプラン

３５０円

５００円

５１０円

７１０円

ヘルメットまたは帽子

ゴーグル

マスク

タオルや首巻

名札（現地での配布も有り）

長袖のシャツ

長めのゴム手袋

長ズボン、カッパ、ヤッケ

長靴、安全靴

ボランティア活動保険への
加入は、雲仙市社会福祉協議会
本部事務所または各事務所まで
お問合せ
0957-36-3766

　

こ
の
度
の
災
害
で
被
災
し
た
地
域
で
は
、
被
災

地
の
社
会
福
祉
協
議
会
等
を
中
心
と
し
て
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
を
支
援
し
よ
う
と
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
行
か

れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
に
お
け
る
手
伝
っ
て
欲
し

い
、
助
け
て
欲
し
い
と
い
う
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
支

援
に
駆
け
つ
け
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
を
マ
ッ

チ
ン
グ
（
結
び
つ
け
る
）
す
る
の
が
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

被
災
地
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
い
な
が

ら
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
必
要
な
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
振
り
分
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
職

員
も
被
災
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
は
全
国
の
社

会
福
祉
協
議
会
等
の
職
員
が
運
営
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
、
被
災
地
の
皆
さ
ん
、
全
国
の
皆

さ
ん
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
生
活
の
復
興
に
向

け
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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生活福祉資金

教育支援資金のご案内！！

「教育支援資金」は、生活福祉資金制度の中の一つです。
当該世帯の世帯主若しくは生計中心者に資金を貸付することにより、進学や修学の継続を支
援し、世帯の将来的な自立につなげることを目的としています。
教育支援資金については当該資金を使用する方が借入申込者（借受人）となります。

相　談

貸　付

審　査

申　請

教育支援資金①教育支援費
　学校教育法に規定する高等学校以上に就学するのに
　必要な経費。
　授業料、校納金、通学にかかる経費、寮費、ひとり暮ら
　しにかかる経費等
　〔貸付上限額〕
　　高等学校、高専（高等課程）、専修学校
　　35,000 円以内（月額）
　　短大、高専（専門課程）、専修学校
　　60,000 円以内（月額）
　　大学
　　65,000 円以内（月額）
教育支援資金②就学支度費
　学校教育法に規定する高等学校以上への入学に際し
　必要な経費。
　入学金、制服・鞄代、教科書代、ひとり暮らしを始め
　る際の準備費等
　〔貸付上限額〕
　500,000 円（一括）
　※教育支援資金の対象とならない学校は、福祉費技
　　能習得費で対応できる場合がございますので、ご
　　相談ください。

借入申込者　就学する者
連帯借受人　借入申込者の属する世帯の世帯主又は生
　　　　　　計中心者
申請に必要な書類
　　　　　・生活福祉資金借入申込書
　　　　　・世帯全員が記載された住民票
　　　　　・世帯で収入のある者全員の所得証明書
　　　　　・合格通知、入学証明書又は在学証明書
　　　　　・長崎県育英会、日本学生支援機構奨学金
　　　　　　非該当証明書
　　　　　・連帯保証人の所得証明書
　　　　　・就学支度費の内訳のわかる資料　その他

教育支援資金の実施主体

である長崎県社会福祉協

議会で審査があります。

教育支援資金は、就学す

る本人が借受人、その保

護者が連帯借受人になっ

て頂きます。

連帯保証人は無しでも申

請できますが、審査の結

果、世帯の状況に応じて

連帯保証人の追加を求め

られる場合があります。

審査により決定した金額

の借用書を交わして振込

にて貸付を行います。

据置期間

卒業後 6ヶ月以内（任意）
の据置期間があります。

償　還

指定の口座から自動引落
での償還となります。

償還完了

原則 10年以内での償還
です。

お尋ねは、雲仙市社会福祉協議会
本部事務所まで！
0957-36-3766
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のまちを良くするしくみ   「赤い羽根共同募金」
あの人を、すべての人を、支えたい。

赤い羽根共同募金へのご協力を
今年もよろしくお願いします！

　

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
、
全
国
的
に
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
雲
仙
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

長
崎
県
共
同
募
金
会
雲
仙
市
支
会

を
中
心
に
、「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く

す
る
し
く
み
。」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
実
施
し
ま
す
。
集
め
ら
れ
た

募
金
は
雲
仙
市
に
お
け
る
地
域
福

祉
活
動
や
長
崎
県
内
の
福
祉
施
設

の
充
実
ま
た
は
被
災
地
を
支
援
す

る
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力

頂
く
こ
と
で
、
雲
仙
市
内
の
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
支
援

す
る
こ
と
、
黄
色
い
帽
子
と
し
て

新
入
学
児
童
の
登
下
校
を
見
守
る

こ
と
、
子
育
て
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
、
各
種
団
体
の
生
き
が
い
活

動
を
支
援
す
る
こ
と
等
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て

い
る
災
害
支
援
と
し
て
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

支
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

紙
の
写
真
に
つ
い
て

表

新入学児童黄色い帽子配布事業
として、雲仙市内 350 名の新 1
年生に黄色い帽子を贈りました。

子育て等支援事業「子育てサロン JAMJAM」
～いちご狩り体験～

サ
ロ
ン
紹
介

  

〜
下
山
頭
サ
ロ
ン
〜

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
家
の
中
で
過
ご
し
が
ち

な
高
齢
者
を
対
象
に
地
域
の
公
民
館
を
活
用
し

て
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
各
地
域
で
開
催
し
て
い
る
サ
ロ
ン
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
『
下
山
頭

（
千
々
石
）』
サ
ロ
ン
で
す
。

　

下
山
頭
サ
ロ
ン
は
月
に
一
回
行
わ
れ
て
い
て
、

八
月
の
サ
ロ
ン
で
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
を
中
心

に
熱
中
症
に
つ
い
て
の
〇×

ク
イ
ズ
や
ト
ラ
ン

プ
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

「
こ
の
問
題
は×

で
し
ょ
！
」

　

「
あ
～
黒
い
カ
ー
ド
や
っ
た
～
」

　

「
こ
の
ゲ
ー
ム
は
難
し
い…

」

笑
顔
の
絶
え
な
い
下
山
頭
サ
ロ
ン
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
毎
月
の
サ
ロ
ン
を
楽
し
ん
で
長
生
き

し
て
下
さ
い
ね
。

サロンに来ると

じゃんけんをするだけでも楽しか～



05-社会福祉法人雲仙市社会福祉協議会　にじ　第87号

支援金と義援金ってどう違うんだろう…

〔
義
援
金
〕

　

被
災
者
の
方
々
へ
、
お
悔
や
み
や
応
援
の
気
持

ち
を
込
め
て
贈
る
お
金
。
日
本
赤
十
字
社
、
共
同

募
金
会
、
自
治
体
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
が
受
付
を
行
う
。

被
災
者
へ
の
直
接
的
な
支
援
。

〔
支
援
金
〕

　

応
援
し
た
い
団
体
や
活
動
等
を
寄
附
者
が
選
択

し
て
、
被
災
地
の
支
援
に
役
立
て
て
も
ら
う
お
金
。

支
援
活
動
を
行
う
団
体
や
活
動
へ
の
支
援
。

お金の流れ
活動支援

お金の流れ

義 援 金

義
援
金
配
分
委
員
会

寄附

被災者
被災者に公平に配分
被災者に届くまでに時間がかかる

支 援 金

支
援
団
体

寄附

被災者
支援団体が使い道を決定
被災地に届くまで早い

視
覚
障
害
者

生
活
訓
練
事
業

　

本
会
で
は
雲
仙
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、
視
覚
に

障
が
い
の
あ
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
白
杖
歩
行
訓
練
や
点

字
訓
練
、
そ
の
他
日
常
生
活
に
必
要
な
訓
練
を
実
施
す
る

視
覚
障
害
者
生
活
訓
練
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
26
日
（
木
）、
当
事
者
及
び
家
族
７
名
、
講
師
１
名
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
職
員
４
名
で
音
浴
博
物
館
（
西
海
市
）

へ
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

昔
な
が
ら
の
レ
コ
ー
ド
や
蓄
音
機
を
実
際
に
手
に
と
っ

て
、「
音
」
を
感
じ
愉
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

エジソンの“円筒型レ
コード”を手に取って
います

手回し式の蓄音機の
“ネジ”を回して
います。

視覚に障がいがある方に
ぜひこの視覚障害者生活
訓練事業に参加頂きたい
と思います。
お尋ねは、本部事務所
0957-36-3766 まで！

日本赤十字社活動資金及び長崎県奉賛金への
ご協力ありがとうございました。

日本赤十字社活動資金

5,022,440 円
国内外における災害支援や

紛争等で苦しむ人々への救護活動
各種講習会等の開催に
活用されています。

長崎県奉賛会

673,260 円
先の大戦で、

平和の礎となられた
御英霊に対して、

長崎県戦没者追悼式及び
雲仙市戦没者追悼式の
開催に活用されます。
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平成 30 年 7 月豪雨災害により雲仙市（長崎県）へ避難しておられる方へ

急小口資金貸付のご案内緊

貸付対象

　平成 30 年７月豪雨災害により被災し、災害救助法が適用となった地域及
び被災したため特例措置が必要な地域として、都道府県知事が設定した地域
に住民票があり、長崎県に避難した者のうち、今後避難先に当分の間（1ヶ
月程度以上を目安）居住し、継続的に連絡が取れることが見込まれる世帯。

貸付内容

貸付限度額　：10 万円以内　ただし、次に掲げる場合は 20 万円以内
　　　　　　　（1）世帯員の中に死亡者がいる場合
　　　　　　　（2）世帯員に要介護者がいる場合
　　　　　　　（3）世帯員が 4人以上いる場合
　　　　　　　（4）上記の他、重傷者・妊産婦・学齢児童がいる世帯で特に
　　　　　　　　　長崎県社会福祉協議会長が認める時
貸付方法　　：一括貸付
利　　子　　：無利子（延滞利息 5.0％）　
連帯保証人　：必要なし
貸付金の償還：1年の据置期間後、2年以内
申込期間　　：平成 30 年 10 月末まで（予定）

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
お
話
だ
よ
。

　

最
近
「
福
祉
」
っ
て
な
ん
で
す
か
っ

て
相
談
が
あ
る
の
。
そ
こ
で
今
回
は
福

祉
の
基
本
と
な
る
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
と
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
お

話
を
し
て
い
く
よ
。

▼
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
普
通
を

　

普
通
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
も
地
域

の
中
の
一
員
と
し
て
共
に
支
え
合
い
な

が
ら
一
緒
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
考

え
方
が
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ん

だ
。
そ
の
為
に
み
ん
な
が
住
み
や
す
い

環
境
を
整
え
る
事
が
大
切
で
、
そ
の
考

え
方
の
も
と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
め

ら
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
「
バ
リ
ア
」
と
は

　

そ
の
名
の
通
り
日
常
に
潜
む
様
々
な

　

「
妨
げ
」。

　

①
物
の
バ
リ
ア

　

②
制
度
・
文
化
情
報
の
バ
リ
ア

　

③
心
の
バ
リ
ア

　

①
物
の
バ
リ
ア
は
、
一
番
知
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
ね
。
物
理
的

な
バ
リ
ア
と
も
言
わ
れ
、
身
近
に
あ
る

段
差
や
ド
ア
で
も
バ
リ
ア
に
な
る
ん
だ
。

最
近
で
は
段
差
を
な
く
し
て
ス
ロ
ー
プ

（
坂
道
）
に
変
え
た
り
、
廊
下
を
歩
く
人

の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
ド
ア
は
内
側

に
開
く
等
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
よ
。

　

②
制
度
・
文
化
情
報
の
バ
リ
ア
は
、

介
助
犬
を
利
用
し
て
い
る
人
が
飲
食
店

へ
の
入
店
を
断
ら
れ
た
り
、
手
話
や
点

字
に
よ
る
通
訳
が
必
要
な
方
に
そ
れ
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
機

会
を
制
約
さ
れ
る
バ
リ
ア
だ
よ
。

　

③
心
の
バ
リ
ア
は
、②
の
バ
リ
ア
に
近

い
も
の
が
あ
る
よ
。
無
知
や
偏
見
、差
別
、

同
情
と
い
っ
た
理
解
不
足
か
ら
生
ま
れ

る
バ
リ
ア
な
ん
だ
。
一
番
人
を
傷
つ
け
、

簡
単
に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
バ

リ
ア
な
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

　

バ
リ
ア
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
高
齢

や
障
が
い
に
よ
り
生
活
の
中
で
不
便
を

感
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
だ
よ
。

　

ボ
ク
は
、③
の
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

が
一
番
大
切
だ
け
ど
一
番
難
し
い
バ
リ

ア
だ
と
考
え
て
い
る
よ
。
人
と
関
わ
る

こ
と
、
困
っ
た
人
に
声
を
か
け
る
こ
と
、

日
々
の
小
さ
な
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
、

い
つ
の
日
か
心
の
中
に
あ
る
大
き
な
「
バ

リ
ア
」
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
。

Normalization
           &
Barrier free
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雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
６
月
11
日
～
８
月
10
日

一
般
寄
附
（
見
舞
い
返
し
含
）

　

小
浜
事
務
所

　

▼
よ
ろ
こ
び
の
里　
　

様　

    

千
々
石
事
務
所

　

▼
山　

口　

優　

治　

様　

平
畑

　

▼
山　

本　

克　

明　

様　

下
岳

香
典
返
し
寄
附

　

国
見
事
務
所

　

▼
坂　

木　

伊　

州　

様　

北
下
原
西

　
　

 

故　

坂
木　

伊
文　

様

　

▼
前　

田　
　

弘　
　

様　

魚
洗
川

　
　

 

故　

前
田
ハ
ツ
ヨ　

様

　

▼
本　

多　

康
一
郎　

様　

船
津
中
央

　
　

 

故　

本
多
ム
メ
ヨ　

様

　

▼
山　

口　

真　

澄　

様　

小
路

　
　

 

故　

亀
川　
　

昭　

様

　

▼
平　

島　

和　

吉　

様　

宮
田

　
　

 

故　

平
島　

さ
と
み
様

　

▼
秋　

田　

一　

明　

様　

馬
塲
第
二

　
　

 

故　

秋
田
ミ
ヨ
コ　

様

　

▼
村　

里　

由
美
子　

様　

轟
木

　
　

 

故　

村
里　

耕
平　

様

　

▼
吉　

田　

き
よ
み　

様　

船
津
中
央

　
　

 

故　

吉
田　

利
久　

様

　

▼
吉　

田　
　

龍　
　

様　

北
下
原
西

　
　

 

故　

吉
田　

國
廣　

様

　

▼
本　

多　

克　

雄　

様　

宮
田

　
　

 

故　

本
多　

克
己　

様

　

▼
和　

住　

順　

一　

様　

馬
塲
第
二

　
　

 
故　

和
住
ハ
ル
エ　

様

　

▼
渡　

邊　

美　

波　

様　

轟
木

　
　

 

故　

渡
邊　

正
義　

様

　

▼
本　

田　
　

正　
　

様　

八
斗
木

　
　

 

故　

本
田　

一
郎　

様

　

▼
松　

尾　

一　

博　

様　

北
下
原
西

　
　

 

故　

吉
田　

キ
ヱ　

様

　

▼
橋　

本　

安　

雄　

様　

下
古
賀

　
　

 

故　

橋
本　

昭
子　

様

　

瑞
穂
事
務
所

　

▼
池　

田　

伸　

吾　

様　

船
津

　
　

 

故　

池
田　

久
代　

様

　

▼
上　

田　

水　

良　

様　

夏
峰

　
　

 

故　

上
田　

ス
ミ　

様

　

▼
酒　

井　

千
恵
美　

様　

古
江

　
　

 

故　

酒
井　

一
仁　

様

　

▼
内　

田　
　

聖　
　

様　

古
江

　
　

 

故　

内
田　

利
則　

様

　
　

 

故　

内
田
ナ
ツ
ヨ　

様

　

▼
益　

田　

克　

巳　

様　

伊
古

　
　

 

故　

益
田
フ
ミ
ヨ　

様

　

▼
伊　

藤　

道　

久　

様　

岩
戸

　
　

 

故　

伊
藤
由
美
子　

様

　

吾
妻
事
務
所

　

▼
笹　

田　
　

誠　
　

様　

牧
ノ
内

　
　

 

故　

笹
田
ナ
ツ
ヱ　

様

　

▼
吉　

田　

ツ
ナ
子　

様　

横
田

　
　

 

故　

吉
田　

正
博　

様

　

▼
松　

﨑　

一　

久　

様　

三
室
三

　
　

 

故　

松
﨑　

昭
行　

様

　

▼
卜　

部　

賢
一
郎　

様　

牛
口
西

　
　

 

故　

卜
部　

敏
子　

様

　

▼
前　

田　

千　

明　

様　

古
庄

　
　

 

故　

前
田　

利
明　

様

　

▼
田　

口　
　

隆　
　

様　

牛
口
東

　
　

 

故　

田
口　

隆
幸　

　

▼
岩　

永　

政　

志　

様　

牛
口
東

　
　

 

故　

岩
永
ア
サ
ヨ　

様

　

愛
野
事
務
所

　

▼
宮　

﨑　

富
喜
子　

様　

八
幡

　
　

 

故　

宮
﨑　

哲
郎　

様

　

▼
高　

谷　

正　

行　

様　

田
端

　
　

 

故　

高
谷
マ
ツ
ヨ　

様

　

▼
出　

田　

昭　

子　

様　

平
和

　
　

 
故　

出
田　

力
男　

様

　

千
々
石
事
務
所

　

▼
平　

野　

幸　

一　

様　

塩
屋

　
　

 

故　

平
野　

幸
代　

様

　

▼
疋　

田　

信　

昭　

様　

己
ノ
鍔

　
　

 

故　

疋
田
フ
ミ
ヨ　

様

　

▼
田　

中　

和　

久　

様　

河
内

　
　

 

故　

町
田
カ
ズ
ヨ　

様

　

▼
町　

田　

孝　

行　

様　

塩
屋

　
　

 

故　

町
田　

安
子　

様

　

▼
荒　

木　

幸　

盛　

様　

寺
ノ
元

　
　

 

故　

荒
木　

貞
子　

様

　

▼
岩　

永　

初　

則　

様　

桂
ノ
追

　
　

 

故　

岩
永
マ
サ
ヱ　

様　

　

▼
鎌　

田　

保　

治　

様　

釜

　
　

 

故　

鎌
田　

シ
ゲ　

様

　

小
浜
事
務
所

　

▼
田　

中　

チ
エ
子　

様　

東
小
浦

　
　

 

故　

田
中　

郁
也　

様

　

▼
林　

田　

知　

高　

様　

浜

　
　

 

故　

林
田　

ヤ
ヱ　

様

　

▼
清　

水　

孝　

基　

様　

新
町

　
　

 

故　

清
水　

あ
い　

様

　

▼
萩　

尾　

美　

加　

様　

小
田
崎

　
　

 

故　

萩
尾　

一
俊　

様

　

南
串
山
事
務
所

　

▼
冨　

永　

一　

寛　

様　

塚
ノ
山

　
　

 

故　

冨
永　
　

徹　

様

　

▼
北　

野　

義　

久　

様　

上
木
場

　
　

 

故　

北
野　

宣
臣　

様

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、

同
意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。



雲仙市社会福祉協議会 この広報誌は、皆様からの寄附金・共同募金の助成金により作成しています。

編集発行

社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
〒854-0302
長崎県雲仙市愛野町乙 1736 番地 3
TEL 0957-36-3766  FAX 0957-36-3768
http://unzenshakyo.net/

国見事務所　　TEL 0957-78-0596
瑞穂事務所　　TEL 0957-77-3670　　
吾妻事務所　　TEL 0957-38-3511
愛野事務所　　TEL 0957-36-0071
千々石事務所　TEL 0957-37-2755
小浜事務所　　TEL 0957-75-0621
南串山事務所　TEL 0957-88-2143

皆さんのお悩みごとを弁護士の先生がお聞きします弁護士相談
相続・離婚・金銭トラブル等
生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
ご予約が必要ですので、事前に
本部事務所（36-3766）までご連絡ください。

開　催　日

１０月１１日（木）

開催場所

小浜老人福祉センター

担当弁護士

樋口由紀子　先生

１２月１２日（水） 吾妻就業改善センター 曽場尾雅宏　先生

　２月１４日（木） 南串山保健福祉センター 宮木　　光　先生

相
談
は
、
お
気
軽
に
。

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル

小浜老人福祉センター

○
○

○

■
小浜消防署

13:30 ～ 17:00（1 枠 30 分）

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル

←南島原方面

諫早方面→

南串山保健福祉センター

○■
雲
仙
市
役
所

ふ
る
さ
と
会
館

商
工
会
吾
妻
支
所

JA

吾妻体育館安藤病院

吾 妻 駅

←諫早方面 島原方面→

○○
○

○
○○ ■

吾妻就業改善センター

　  助け合い・支え合いのまちづくりをめざして

　　　　　　　　　　　社会資源の見える化　生活支援体制整備事業
生活支援体制整備事業では地域での活動や取り組みを「社会資源の見える化」として紹介したいと
思います。皆さんが住んでいる町にはどんな助け合いや支え合いがあるのでしょうか。
　今回は居場所の提供　国見町の認知症カフェ「オレンジカフェくにみ」のご紹介です。

オレンジカフェのお問い合わせは
国見事務所まで（0957-78-0596）

　　　　　　　　　　　《オレンジカフェくにみ》

　　　場所…国見町総合福祉センター（土黒甲１０６３）

　　　開催日…毎月第１・第３水曜日　午後２時～午後４時　

　　　参加費…無料（飲み物・茶菓子代として２００円を頂いています）

※当事者と家族、専門職や地域の方が気軽に集い、おしゃべりを楽しみなが

　ら認知症について理解を深めています。年４回あるイベントではテーマを

　決め、その内容に沿った活動を行っています。７月は「認知症とその予防

　について」認知症についての講演や予防のためのレクレーションを行いま

　した。


